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町の人口
（47年11月末現在）

人　口　23，880
男11，576
女12，304

世帯数　6，837

1月1。（1973）

■Ｎｏ．292　細

毎月一回各家鳥に配布

1．　タバコは町内で

買いましょう。

2．一日一円で最高五十万円の見舞金。

交通共済に今すぐ加入しましょう。

実
施
計
画
で

新
し
い
町
づ
く
り
を
推
進

町
民
の
皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
昭
和
四
十
八
年
の
新
春
を

迎
え
、
み
な
さ
ま
の
ど
健
康
を
心
か
ら

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
本
町
の
新
し
い
町
づ
く
り

の
方
向
と
、
そ
れ
を
実
現
す
る
施
策
を

定
め
る
た
め
に
、
「
水
巻
町
総
合
開
発

計
画
」
の
基
本
構
想
、
基
本
計
画
を
二

月
に
、
実
施
計
画
を
十
二
月
に
策
定
い

た
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
総
合
計
画
に
も

と
ず
き
行
政
の
計
画
的
、
効
率
的
運
営

を
は
か
り
、
町
民
福
祉
の
向
上
を
は
か

っ
て
い
く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
ま
ず
文
教
関
係
で
総
合

計
画
に
お
け
る
一
住
区
一
小
学
校
の
構

想
の
も
と
に
、
南
部
地
区
の
東
区
と
南

区
に
小
学
校
を
設
置
す
る
こ
と
に
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
猪
熊
小
学
校
防
音
校
舎
、

下
二
小
学
校
プ
ー
ル
、
水
巻
中
学
枚
プ

ー
ル
な
ど
を
建
設
い
た
し
ま
す
。

厚
生
関
係
で
は
、
富
田
改
艮
住
宅
の

建
設
を
ひ
き
つ
づ
き
お
こ
な
う
と
と
も

に
、
新
た
に
高
松
区
、
三
ツ
頭
区
に
五

力
年
計
画
で
改
艮
住
宅
建
設
と
県
営
住

宅
の
誘
致
を
お
こ
な
う
よ
う
努
力
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

次
に
老
人
の
憩
い
と
、
教
養
を
高
め

る
場
所
と
し
て
老
人
憩
い
の
家
を
建
設

い
た
し
ま
す
。

又
都
市
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
自
然

の
野
山
が
即
ち
公
園
と
い
っ
た
環
境
は

だ
ん
く
な
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
こ
で
子
供
が
安
心
し
て
遊
べ
る
場

所
や
、
ど
婦
人
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

た
め
の
施
設
を
本
年
度
か
ら
年
次
計

り
ぷ
・
朝
′
Ｈ
」

－
～
腐

画
で
整
備
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
事
業
の
促
進
を
は
か
る
た
め
、
昨
年
一

す
。道

路
関
係
に
つ
い
て
は
、
昨
年
か
ら

実
施
し
て
お
り
ま
す
立
尾
敷
か
ら
机
、

古
賀
を
経
て
猪
熊
に
至
る
北
部
開
発
道

路
を
ひ
き
つ
づ
き
建
設
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
、
吉
田
の
三
反
間
、
和
翰
地
線

他
五
路
線
の
舗
装
な
ど
、
足
も
と
道
路

の
舗
装
整
備
を
重
点
的
に
実
施
い
た
し

ま
す
。こ

の
ほ
か
、
鉱
害
復
旧
に
つ
い
て
は

月
鉱
害
課
を
設
置
し
、
「
水
巻
町
鉱
害

復
旧
基
本
計
画
」
姦
定
い
た
し
ま

し
た
。町

内
の
鉱
害
復
旧
を
、
お
1
む
ね
十

年
で
完
了
す
る
よ
う
に
計
画
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
後
の
鉱
害
復
旧
は
従
前

よ
り
進
展
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

以
上
私
の
所
感
の
一
端
を
串
し
の
べ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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現
実
に
立
つ
政
治
を
志
す

蛮
勇
を
必
要
の
町

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

年
頭
に
初
日
の
嶺
を
持
す
る
時
、
身

の
ひ
き
し
ま
る
思
い
が
し
ま
す
の
は
、

誰
し
も
が
経
験
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
私
は
今
年
は
ど
そ
の
感
を
強
く

す
る
年
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
と
共
に
、
笑
い
も
涙
も
と
も
に
歩

で
き
ま
し
た
日
庚
が
、
閉
山
し
て
早
や

二
年
の
歳
月
が
過
ぎ
去
っ
た
の
で
あ

り
ま
す
。
か
っ
て
は
3
万
6
千
人
を
数

え
た
水
巻
町
の
人
々
は
、
今
や
2
万
3

千
人
を
切
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

淋
し
く
な
り
ま
し
た
。

財
政
は
極
度
に
ひ
っ
ぱ
く
し
、
巷
間

い
わ
れ
る
三
割
自
治
ど
こ
ろ
か
、
一
割

自
治
に
も
満
た
な
い
水
巻
町
、
そ
の
中

か
ら
新
し
い
町
づ
く
り
を
め
ざ
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

炭
鉱
離
職
者
の
み
さ
ん
に
は
、
住
み

な
よ
い
住
宅
を
と
、
三
ツ
頚
、
高
松
区

に
改
艮
住
宅
を
1
千
3
亘
戸
建
設
、
衛

生
環
境
改
善
、
遣
路
盤
傭
水
道
の
健
全

化
春
め
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
住
み

よ
い
町
水
巻
だ
と
、
そ
し
て
そ
の
上
に

私
が
努
力
す
る
の
は
、
ど
老
人
の
福
祉

向
上
で
す
。
子
ど
も
さ
ん
た
ち
の
保
育

教
育
で
す
。
今
ま
で
の
よ
う
な
、
あ
り

き
た
り
の
政
策
で
な
く
、
一
歩
も
二
歩

も
前
進
す
る
穣
極
的
施
策
を
志
ざ
し
て

い
ま
す
。

老
人
憩
の
家
、
は
寅
に
ど
老
人
が
生

き
が
い
を
覚
え
る
園
芸
づ
く
り
、
趣
味

を
生
み
出
す
施
設
な
ど
を
考
え
、
子
ど

も
さ
ん
を
安
心
し
て
預
け
ら
れ
心
身
畳

か
に
の
目
標
の
も
と
に
、
情
緒
を
主
に

し
た
保
育
事
業
、
教
育
の
機
会
均
等
の

た
め
南
中
学
校
の
防
音
改
築
、
下
二
の

第
一
、
第
二
小
学
校
の
建
設
、
各
学
校

の
体
育
施
設
の
建
設
未
来
を
に
な
う
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
次
々
と
努
力
し
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
が
山
積
み
し

て
い
る
の
で
す
。

一
割
自
治
の
水
巻
町
、
果
し
て
で
き

る
か
、
そ
う
問
う
私
で
あ
っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
、
私
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
年
頭
に
あ
た
り

そ
う
決
意
す
る
私
で
あ
り
ま
す
。

で
き
る
よ
う
に
努
力
す
る
た
め
に
、

み
な
さ
ん
か
ら
委
託
さ
れ
た
責
任
の
重

さ
を
ヒ
シ
ヒ
シ
と
感
ず
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。今

こ
そ
こ
の
苦
況
か
ら
抜
け
出
し
町

民
の
み
な
さ
ん
が
、
水
巻
に
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
微
力
な

が
ら
政
治
的
運
動
を
中
央
に
地
方
に
展

開
し
、
金
が
な
け
れ
ば
引
き
出
す
と
い

う
現
実
に
立
つ
政
治
、
私
に
は
理
想
も

議

　

会

　

議

　

長

入

あ
り
ま
す
が
、
理
想
に
近
づ
く
た
め
に

は
、
現
状
を
は
っ
き
り
と
見
、
知
り
、

そ
し
て
現
実
主
義
的
な
政
治
を
お
こ
な

う
以
外
に
な
い
と
も
信
じ
て
い
ま
す
。

議
会
は
町
の
縁
の
下
の
力
と
な
り
、

町
執
行
部
を
助
け
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う

今
、
声
を
大
に
し
て
い
え
る
こ
と
は

町
民
の
み
な
さ
ん
の
た
め
に
璽
署
必

要
と
し
て
い
る
の
で
す
。
今
年
は
蛮
勇

の
決
断
と
行
な
い
を
、
私
は
み
な
さ
ん

に
お
約
束
し
、
年
頭
の
ど
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

よ
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
お
祈
り

し
て
お
り
ま
す
。
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水
巻
町
の
皆
様
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昭
和
四
十
八
年
の
清
々
し
い
年
頭
に

醸
し
、
先
ず
皆
様
の
ど
健
康
と
ご
多
幸

を
、
そ
し
て
限
り
な
い
ど
発
展
を
お
祈

り
致
し
ま
す
。
私
こ
と
本
町
教
育
長
に

漣
任
さ
れ
ま
し
て
漸
く
′
一
年
余
が
過
ぎ

ま
し
た
が
、
身
不
肖
の
た
め
に
充
分
な

実
績
も
あ
げ
得
ず
、
却
っ
て
ど
迷
惑
を

お
か
け
し
た
の
で
は
な
い
か
と
、
内
心

駈
憧
（
じ
く
じ
）
た
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。

し
、
皆
様
方
の
ご
指
導
の
も
と
に
町
教

育
行
政
の
発
展
の
た
め
に
一
層
の
努
力

を
傾
け
ん
と
、
覚
悟
を
新
に
し
て
い
る

盗
卵
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
せ
っ
か
く
の
粗
金
で
あ
り

ま
す
の
で
、
紙
上
を
借
り
ま
し
て
現
在

の
本
町
教
育
課
題
の
主
な
も
の
い
く
つ

か
申
し
述
べ
ま
し
て
皆
様
の
ど
理
解
と

ど
協
力
を
得
た
い
と
患
い
ま
す
。

先
ず
最
初
は
学
校
建
築
の
問
題
で
す
が

こ
れ
に
つ
い
て
は
水
巻
町
総
合
開
発
計

で
に
南
部
地
区
に
一
中
学
校
二
小
学
校

の
校
舎
建
築
を
完
了
す
る
日
棟
で
、
四

十
八
年
度
は
、
下
二
小
学
校
一
期
工
事

お
よ
び
隣
接
地
に
町
民
プ
ー
ル
建
設
を

そ
し
て
北
部
で
は
猪
熊
小
学
校
の
建
築

完
了
と
、
水
巻
中
学
校
の
プ
ー
ル
建
設

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

次
は
中
学
校
完
全
給
食
の
早
期
実
施

賎
嘉
賎
溌
現
凋
ほ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
学
校
の
建
築
計
画

と
に
ら
み
合
わ
せ
、
四
十
九
年
度
実
施

を
目
途
に
準
備
を
進
め
た
い
と
患
い
ま

す
。さ

て
次
は
教
育
内
容
の
問
題
で
、
子

本
年
は
過
至
年
間
の
経
験
を
生
か
適
の
線
に
そ
．
冒
、
昭
和
五
十
年
度
ま
と
も
の
学
力
の
充
実
、
生
活
指
導
非
行

防
止
の
施
策
が
あ
り
ま
す
が
、
後
者
は

本
町
に
お
け
る
時
に
重
要
な
操
題
で
あ

り
ま
し
て
、
こ
れ
は
家
庭
教
育
、
社
会

教
育
と
あ
わ
せ
、
全
町
を
あ
げ
て
取
組

ま
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
と
存
じ
ま
す
。

な
お
社
会
教
育
、
社
会
体
育
の
面
に

つ
き
ま
し
て
は
、
中
央
並
び
に
地
区
公

民
館
活
動
を
核
と
し
、
婦
人
・
骨
年
団

体
な
ど
の
学
習
活
動
促
進
の
ほ
か
、
各

種
サ
ー
ク
ル
活
動
助
成
な
ど
の
新
し
い

方
向
の
検
肘
も
考
え
て
い
ま
す
。

体
育
面
で
は
、
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
セ

教

　

　

育

　

　

長

柴

ゝ

ン
タ
ｔ
の
盤
備
に
関
連
し
、
勤
労
青
少

年
の
は
か
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
一
般
成

人
に
つ
い
て
も
総
合
的
振
興
策
を
樹
立

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

以
上
教
育
課
題
の
い
く
つ
か
を
拾
っ

て
み
ま
し
た
が
、
ど
れ
一
つ
と
し
て
容

易
な
も
の
は
な
く
、
あ
ら
た
め
て
私
に

与
与
ら
れ
た
貢
任
の
重
大
さ
を
痛
感
致

し
ま
す
と
共
に
、
こ
れ
の
完
遂
と
再
建

水
巻
の
教
育
棟
興
の
た
め
、
皆
様
の
心

か
ら
な
る
ご
指
導
と
ど
協
力
を
お
願
い

す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

、

田
　
　
正
　
　
生
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栗と磐華僑だ
助やとうこきささい

助
　
　
役

収
　
入
　
役

教
　
育
　
長

企
画
管
理
室
轟

人
事
主
幹

公
害
主
幹

開
発
主
幹

伊
藤

入
江

大
兵

柴
田

吉
田

大
兵

塚
原

増
田

総
務
課
畢
　
永
沼

総
務
課
主
幹
　
船
津

住
民
課
長
　
武
尾

厚
生
課
長
　
畳
沢

福
祉
施
設
課
長
　
小
林

産
業
建
設
課
長
　
大
具

衛
門

米
産

寿
丸

正
生

博
基

朋
之

康
親

弘
幸

義
治

嘉
壮

友
敏

伝
三

澄
雄薫

鉱
害
課
長
　
山
賀
錆
承

〃
　
主
幹
　
森
田
　
源
次

収
入
役
室
長
　
岡
部
親
文

議
会
事
務
局
長
　
山
本
　
正
志

水
道
課
長
　
今
井
　
久
之

教
育
課
長
　
石
田
　
信
夫

（
外
職
員
一
同
）

町
議
会
議
員
　
（
議
席
噸
）

委　別　儀

〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　ク　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　　　議

員　長　長

入
江
　
誠

浦
田
　
重
夫

白
石
磯
久
男

吉
田
　
局

石
塚
　
章

大
場
寿
基
雄

永
沼
　
子

栗
川

川
添

占
部

原
口

鳥
谷

石
橋

高
橋

森
安

原
田

福
間

井
地

小
柳

田
中

加
納

新
川

松
島

江
藤

峯
浦

正
雄

定
継

裕
子操

利
光

国
利

次
生

一
朋

嘗
穂

弘
柘

直
江

重
年博弘

隆
昌

朝
久

一
正遼

立伊二

町　二　左　愚

下
　
　
二

下
二
町
住

み
ず
ほ
団
地

入
江
興
産

林
　
住
　
宅

宮
　
田
一未

樋　新　古

〃　　　生　　机　〃　〃

口　街　賀

猪

ｂ

Ｒ粛

猪
熊
町
住

商
住
鉱
塵

美
吉
野
団
地

吉
　
田
　
区

鯉
　
口
　
区

画
　
央
　
区

井
上
　
与
壮

井
上
　
康

村
田
　
幸
男

石
橋
　
利
夫

柴
田
己
代
漁

林
　
伊
勢
男

永
井
　
逸
喜

木
村
　
俊
弘

内
尾
　
勝
正

巾
久
保
時
男

川
北
　
克
秀

机
　
社
　
宅
　
光
木
　
操

宮
ノ
下
社
宅
　
桑
野
　
茂

古
賀
　
区
・
大
野
　
正
人

梅
ノ
木
区
　
古
川
英
之

高
松
　
区
　
緒
方
　
俊
雄

三
ツ
頚
区
　
仲
谷
一
盛

監
査
委
鼻

学
識
経
験
者
　
山
本
太
孝
夫

議
会
遠
出
　
高
橋
　
次
生

団

兵　長

〃

本
　
部
　
長

副
本
部
長

本
部
部
長

第
一
分
団
長

第
二
分
団
長

第
三
分
団
長

石
塚
　
定
雄

原
　
福
次

川
島
　
弘

山
本
　
正
敏

安
永
仙
之
助

梯
　
和
利

中
原
　
敏
夫

永
沢

泉

第
四
分
団
長
　
川
島

第
五
分
団
長
　
岡
村

民
生
児
童
委
員

吉
　
田
一
　
内
尾

信
夫

卯
之
助弘

（
兼
）

数
男

書　　伊　立　二

〃　〃　田　二　左　足　社　〃

座　敷　区

古
橋

光
木

入
江

永
沼

山
崎

山
本

池
田

岡
部

（
順
不
同
）

勝
正情操

達
彦

好
適勇

寮
昭猛

淳
子

コＥｒ
ロ

選
挙
管
理
委
員
　
（
順
不
同
）

樋　古　松　　　　頃

〃　〃　　　　　栄　〃　〃

末ロ　賀　荘

猪

熊

委
　
員
　
長

副
委
員
長

委
　
　
員

〃

大　自　席入
野　旗　生江：

墓籍竺蜜

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

委　委

〃　　　艮

員　長

伊　白　森
藤　石　田

悪霊姦

〃

君
田
団
地

鯉
　
口
　
区

由
　
央
　
区

古
　
賀
　
区

〃

梅
ノ
木
区

〃

三
吉
フ
ミ
子

松
川
　
政
敏

藤
井
　
滑
子

甲
斐
　
勇

井
塚
友
三
郎

原
　
福
次

光
末
興
八
郎

出
利
葉
虎
夫

柴
崎
潤
一
郎

木
村
　
国
実

柴
田
己
代
治

椿
　
　
明

槍
山
　
義
美

高
橋
ス
工
手

岡
田
　
次
雄

神
崎
　
敬
次

三
浦
　
初
轟

小
手
川
良
徳

矢
野
　
抽

高
　
松
　
区
　
申
偽
　
醇
次

三
ツ
頭
区
　
藤
井
　
輝
夫

下
　
　
二
　
豊
沢
　
徳
男

人
権
擁
護
委
員

机
　
　
　
室
井
　
貫
蔵

吉
　
田
　
二
　
山
本
ノ
ミ
エ

委副会婁
全　　委

員長兵　員

〃　　〃　　〃　　〃　　〃　　ク　　〃　　〃　　〃　　〃　　一ケ　　〃　　〃　　〃

（
順
不
同
）

森
安
一
朋

小
田
　
大
書

入
江
　
達
彦

永
沼
一
朋

森
安
　
正
義

吉
田
　
喬

松
尾
　
金
平

入
江
　
種
美

佐
々
木
義
雄

白
石
磯
久
男

木
原
秋
雄

山
下
　
勝

武
尾
　
金
男

峯
浦
　
定
彦

大
場
寿
基
雄

光
末
　
文
雄

大
場
金
吾

教
育
委
員

教
育
委
員
長

〃
　
委
員

〃〃

山
本
　
秀
明

江
藤
小
平

行
正
　
辞

三
好
福
美
子

生
産
組
合
委
員

（
順
不
同
）

立
屋
敷
　
安
部
卯
三
郎

伊
左
座
　
吹
田
　
次
敏

下
　
二
　
豊
沢
麟
児

七
〇
年
代
は
ま
さ
に
年
金
時
代
で
す
産
業
の
育
成
か
ら
住
民
福
祉
優
先
え
と
政
治
の
方
針
が
替

り
、
時
に
年
金
制
度
の
改
善
が
国
民
の
注
目
の
的
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
若
い
人

に
は
年
金
は
、
遠
い
将
来
の
こ
と
と
考
え
無
関
心
の
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
は
た
し
て
、
年
金

は
無
関
係
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
、
目
ま
ぐ
る
し
い
社
会
で
、
い
つ
私
た
ち
の
身
の
回
り

に
災
難
が
摸
り
か
か
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
怪
我
や
病
気
の
た
め
働
け
な
く
な
っ
た
り
、
家
庭

の
大
黒
柱
を
亡
い
家
族
が
困
っ
た
り
す
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
、
こ
の
よ
う
な
為
に
も

年
金
に
加
入
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
八
〇
年
代
に
は
、
四
人
に
一
人
が
老
人
と
な
り

ま
す
。
少
し
の
貯
え
が
あ
っ
て
も
、
最
近
の
よ
う
に
物
価
が
上
れ
ば
生
活
し
に
く
く
な
り
ま

す
。
年
金
は
、
物
価
や
生
活
水
準
が
上
れ
ば
引
Ｌ
身
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

若
い
う
ち
に
掛
金
姦
み
た
て
、
将
来
に
そ
な
え
ま
し
よ
う
。

二
吉
田

吉
田

富
田

頃
机

古猪

鮮「賀　　末　三　二　一

森
安
　
正
義

藤
崎
　
和
智

白
石
　
秀
夫

藤
崎
　
邦
雄

渡
辺
　
キ
エ

行
正
　
豊
子

峯
浦
　
磯
麿

矢
野
　
繁
美

国
民
年
金
の
主
な
も
の
に
は
、
「
老

命
年
金
」
「
障
差
丁
金
」
「
母
子
年
金

」
「
遺
児
年
金
」
「
寡
婦
年
金
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

老
令
年
金
と
は

四
十
年
の
う
ち
二
十
五
年
以
上
掛
金

を
納
め
る
と
、
六
十
五
才
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。

年
金
額
は
現
在
の
計
算
で
四
十
年
納

め
る
と
一
五
三
、
0
0
0
円
で
す
。

障
害
年
金
と
は

障
害
固
定
日
よ
り
前
一
年
以
上
引
き

続
き
掛
金
を
払
込
ん
で
い
れ
ば
、
病
気

で
障
害
が
残
っ
た
と
き
も
支
給
さ
れ
ま

す
。
年
金
額
は
現
在
、
二
三
「
0

0
0
円
（
重
障
害
）
と
一
〇
五
、
六
〇

〇
円
（
軽
障
害
）
で
す
。

母
子
年
金
と
は

事
件
発
生
前
一
年
以
上
引
き
続
き
掛

金
を
払
込
ん
で
い
る
妻
が
、
夫
を
失
い

十
八
才
未
満
の
子
が
あ
れ
ば
支
給
さ
れ

ま
す
。年

金
額
は
現
在
、
三
人
な
ら

一
〇
八
、
〇
〇
〇
円
で
す
。

遺
児
年
金
と
は

事
件
発
生
前
一
年
以
上
引
き
続
き
掛

金
を
払
込
ん
で
い
る
父
母
が
死
亡
し
た

と
き
十
八
才
未
満
の
子
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

寡
婦
年
金
と
は

老
令
年
金
を
も
ら
え
る
資
格
の
あ
る

夫
が
年
金
を
も
ら
わ
な
い
う
ち
に
死
亡

し
た
と
き
、
そ
の
嚢
が
六
十
才
か
ら
六

十
五
才
迄
の
期
間
も
ら
え
ま
す
。

年
金
額
は
、
も
ら
え
る
老
令
年
金
額

の
半
額
で
す
。

加
入
手
続
き
は

役
場
窓
口
で
す
ぐ
に
出
来
ま
す
。

掛
金
は

一
ケ
月
の
掛
金
は
、
五
五
〇
円
で
す

職
業
訓
練
生
募
集

八
幡
総
合
高
等
職
業
訓
練
枚
で
は
次

の
要
領
で
生
徒
募
集
を
お
こ
な
っ
て
お

り
ま
す
。

一
、
高
等
訓
練
課
程
（
二
年
制
）

・
科
名

機
械
科
・
板
金
科
・
製
缶
科
・
溶
接

科
・
電
気
科

・
応
募
資
格

中
学
校
卒
業
ま
た
は
同
等
以
上
の
学

歴
を
持
つ
身
体
強
健
な
男
、
女

・
募
集
期
間

第
一
次

四
十
七
年
十
二
月
四
日

～
四
十
八
年
一
月
二
十
七
日

第
二
次

四
十
八
年
二
月
一
日

～
四
十
八
年
三
月
六
日

二
、
高
等
訓
練
課
程
（
一
年
制
）

・
科
名

機
械
科
・
電
気
科

・
応
募
資
格

高
等
学
校
卒
業
又
は
同
等
以
上
の
学

歴
を
も
つ
身
体
強
健
な
男
・
女

・
募
集
期
間

四
十
七
年
十
二
月
一
日

～
四
十
八
年
一
月
十
四
日

向
詳
細
に
つ
い
て
は
厚
生
課
に
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

－

　

　

　

　

　

1

，

1

－

ｔ

ｔ

▼

－

1

1

1

．

．

－

1

1

出
初
式

恒
例
の
消
防
団
出
初
式
は
、
一
月
七

日
（
日
）
旧
水
巻
由
学
校
運
動
場
で
お

こ
な
わ
れ
ま
す
。

水
巻
み
な
み
保
育
園
々
児
募
集

町
福
祉
施
設
課
で
は
、
児
童
福
祉
法

の
規
定
に
基
づ
い
て
水
巻
み
な
み
保
育

園
々
児
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
お
り

ま
す
。投

匿
場
所

水
巻
町
大
字
二
、
6
9
8
番
地
1

（
上
二
町
住
前
バ
ス
停
横
）

保
育
内
容

健
康
、
自
然
、
社
会
、
曹
詰
、

音
楽
、
製
作
、
鍾
占
行
革
等

保
育
時
間

七
時
三
十
分
～
十
八
時
ま
で

入
園
資
格

水
巻
町
内
に
居
住
し
、
生
後
六
ケ

月
～
小
学
校
入
学
前
の
者
で
あ
っ

て
、
次
の
各
項
に
該
当
す
る
者
。

・
共
稼
ぎ
を
さ
れ
て
い
る
家
庭
の
児

童
。

・
お
母
さ
ん
が
内
職
な
ど
を
さ
れ
て

い
る
家
庭
の
児
童

・
お
母
さ
ん
の
い
な
い
家
庭
の
児
童

・
お
母
さ
ん
の
み
で
生
計
を
立
て
ら

れ
て
い
る
家
庭
の
児
童
。

・
そ
の
他
、
お
母
さ
ん
が
病
気
で
寝

て
あ
る
家
庭
の
児
童

入
園
期
日

四
十
八
年
二
月
一
日

受
付
期
間

自
　
四
十
七
年
十
二
月
十
一
日

至
四
十
八
年
一
月
十
日

受
付
場
所

水
巻
町
役
場
福
祉
施
殴
課
（
電

話
六
〇
一
－
四
三
二
こ

保
育
料厚

生
省
の
示
す
基
準
に
よ
る
。Ｌ

［

［

「

甑


